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うつとビタミン D との関連において、介入研究では一致した結果は得られていない。その理由として、アウト
カムであるうつの評価法が主観的方法によること、しかも用いられた調査票が研究により異なることが考えられ
る。脳由来神経栄養因子（BDNF）はうつとの関連が報告されており、うつのバイオマーカーとなり得ることが
示唆されている。本研究では、うつに対するビタミン D の効果を BDNF 濃度を測定し、ビタミン D サプリメン
トを用いた臨床試験により検討した。大腸腫瘍再発予防に関するビタミン D 介入研究に同意した 92 名を介入
群または対照群のいずれかに無作為に割り付け、１年間ビタミン D サプリメントまたはプラセボを投与した。
対象者には、エントリー時、６か月後、１年後に、うつ症状の評価（CES-D）を含む健康調査票、食事調査票、
身体計測、採血を行った。収集した血清検体より BDNF 濃度を測定した。研究に同意した 92 名のうち、83 名
が全ての調査に参加した。BDNF 濃度および CES-D スコアともに、ベースラインから６か月または１年後の変
化に両群で差は認めず、血清 BDNF 濃度およびうつに対するビタミン D サプリメントの効果は認めなかった。

対照群および介入群における BDNF 濃度および CES-D スコアの平均値の変化
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